
 

 

 

資料７－１ 

意見聴き取り調査票（H２７年度版） 

（一般社団法人福島県建設業協会・福島県総合設備協会）共用 

 １ 総合評価方式について 

（１）県の総合評価方式において、入札参加者の技術力や地域貢献度を評価す

るためには、どのような項目を評価すべきとお考えですか。 

（2）県の総合評価方式について、御意見等があればお聞かせください。 

 

 ２ 元請・下請関係の適正化対策について 

（１）平成２６年度下請状況実地調査において、下請負報告書の記載と異なる

事業者に施行させていた事例や、変更契約書の取り交わしがなされていな

い事例等がありましたが、このような状況を改善するため、どのような取組

みをされていますか。 

 

 ３ 入札不調について 

（１）技術者や作業員確保の現状と対応策についてお聞かせください。また、

技術者等の不足へは、どのような取組みが有効であるとお考えですか。 

（２）県では災害等緊急随契、現場代理人の常駐義務の緩和、総合評価方式（復

興型）の新設などの入札不調対策を講じているところですが、何が不調対策

に有効と思われるかお聞かせください。 

（３）県発注の工事において、発注ロットを拡大することについて、御意見を

お聞かせください。 

 

 ４ 電子入札・電子閲覧について 

（１）県では、電子入札・電子閲覧について一部の実施に留まっているところ

ですが、他県等と同様に本格的に実施していくことについて、御意見等が

あればお聞かせください。 

（２）電子入札・電子閲覧の普及・啓発を図るため、貴協会ではどのような取 

  組みを行っていますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 
（裏面に続く） 



 

 ５ 品確法等三法改正について 

（１）建設工事の担い手の育成・確保のため、どのような取組みをされている

かお聞かせください。 

（２）国土交通省では、一次下請業者についても原則として社会保険加入業者

に限定していますが、本県においてもそのように限定すべきとお考えです

か。 

（３）品確法等三法改正を踏まえ、発注者に対する御意見があればお聞かせく

ださい。 

 

 ６ その他 

その他現在の県の入札制度について、御意見等があればお聞かせください。 

  



 

４ 社会保険未加入対策について 

意見聴き取り調査票（H２7年度版） 

（福島県建設専門工事業団体連合会） 

 １ 元請・下請関係の適正化対策について 

（１）元請・下請関係適正化については、契約書、変更契約書を取り交わすこ

とが不可欠ですが、徹底されていますか。 

（２）元請・下請関係適正化のために団体としてどのように取り組まれていま

すか。 

 

 ２ 入札不調について 

作業員確保の現状と対応策についてお聞かせください。また、技能者等の不

足については、どのような取組みが有効であるとお考えですか。 

 

 ３ 品確法等三法改正について 

品確法等三法改正を踏まえ、発注者に対する御意見があればお聞かせくだ

さい。 

 

 

  専門工事業者の社会保険未加入対策としての取組みをお聞かせください。 

 

 ５ その他 

その他現在の県の入札制度について、御意見等があればお聞かせください。 

 

 

 



 

意見聴き取り調査票（H２7年度版） 

（福島県土木建築調査設計団体協議会） 

 １ 総合評価方式について 

（１）県の総合評価方式について、入札参加者の技術力や地域貢献度を評価す

るためには、どのような項目を評価すべきとお考えですか。 

（２）県の総合評価方式について、御意見等があればお聞かせください。 

 

 ２ 技術者の確保について 

  技術者の確保の現状と対応策についてお聞かせください。 

 

 ３ 入札制度について 

  工事に関する測量等委託業務に係る現行の入札方式について、御意見等が

あればお聞かせください。 

 

 ４ 品確法等三法改正について  

  工事に係る品確法等三法の改正を踏まえて、設計等の委託業務において発

注者に対する御意見があればお聞かせください。 

 

 ５ その他 

その他現在の県の入札制度について、御意見等があればお聞かせください。 

 

 



 

意見聴き取り調査票（H２7年度版） 

（個別事業者） 

 １ 貴社の受注状況について 

（１）公共工事と民間工事とで貴社の受注割合はどのくらいですか。 

（２）県発注工事と市町村発注工事とで貴社の受注割合はどのくらいですか。 

（３）元請としての受注と下請としての受注とで貴社の受注割合はどのくらい

ですか。 

（４）条件付一般競争入札と総合評価方式ではどちらが受注しやすいですか。

理由も併せてお聞かせください。 

 

 ２ 元請・下請関係の適正化対策について 

貴社において、当初の契約書や変更契約書を取り交わさずに工事の下請け

をしたことはありますか。また、そのために何か不利益を被ったことはあり

ますか。 

 

 ３ 入札不調について 

（１）技術者や作業員確保の現状と対応策についてお聞かせください。 

（２）県発注の工事において、発注ロットを拡大することについて、御意見を

お聞かせください。 

（３）除染作業に従事しているか、従事している場合には通常の工事との比率

はどのようになっているかお聞かせください。 

 

 ４ 電子入札・電子閲覧について 

（１）県の電子入札に何回くらい参加されましたか。（参加されていない場合

は、その理由もお聞かせください。） 

（２）県で電子入札を全面的に導入するとした場合、どのようにお考えですか。 

 

 ５ 品確法等三法改正について 

建設工事の担い手の育成・確保のため、どのような取組みをされているか 

 お聞かせください。 

 

 

 

 

 

 

（裏面に続く） 



 

６ 総合評価方式について 

 

 

（１）県の総合評価方式について、入札参加者の技術力や地域貢献度を評価 

  するためには、どのような項目を評価すべきとお考えですか。 

（２）県の総合評価方式について、御意見等があればお聞かせください。 

 

 ７ その他 

その他現在の県の入札制度について、御意見等があればお聞かせください。 


